
１．事 業 の 目 的 ・ 必 要 性 と 内 容 （ＰＬＡＮ）　※この事業を行う目的・必要性は何か。どのような取組を行っているのか。

２．概算総事業費 （ＤＯ：コスト）　※事業を行うための費用の状況はどうか。コストがどれくらいかかっているのか。
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平 成 ２７ 年 度 函 館 市 事 業 評 価 調 書

予算事項名 大事項 中事項観光関係団体負担金 青函圏観光都市会議負担金

区分

平成２７年６月作成

事業の
性質別

事業開始年度 根拠法令等

義務的経費（一部裁量的経費）

平成 年度24

部課名

電話
番号

観光部観光推進課

21-3499

目
的
・
必
要
性

内
　
容

【目的】

【必要性】

　青森市・弘前市・八戸市・函館市の４市の広域連携によって広域観光エリアを形成し、その観光の魅力の増進により、国際競争力を高め、内外からの観光旅客の来訪及び滞
在を促進する。

　北海道新幹線開業により，より周遊の利便性が高まる青函圏の魅力を一体的に発信することにより，周遊滞在の促進が図られるとともに，観光・経済交流を促進する必要が
ある。

　これまで，周遊商品の造成や首都圏等でのプロモーションを実施してきたが，北海道新幹線が本格開業となる平成２８年度には，４市の今ある観光資源を活用し，街をパビリ
オンに見立てて青函圏の周遊を促進する「青函圏周遊博」を開催する。
　平成２７年度は青函圏周遊博を広く周知するため，首都圏プロモーションや商談会参加等を実施する。また，インバウンド強化を図るため，台湾からのメディアや旅行エージェ
ントを招いたファムトリップを実施する。
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青函圏観光都市会議負担金
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整理番号 57
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あり
□法律・政令・省令名（    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□道条例，規則，要綱等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■市条例，規則，要綱等（青函圏観光都市会議規約）



３．活　　動　　実　　績 （ＤＯ：アウトプット）　※目的を達成するためにどのように取り組み，その実績はどうか。 ４-1．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　

４-2．成　果　等 （ＤＯ：アウトカム）　※事業を実施し，どのような成果が得られたのか。

５．事務事業の点検 （ＣＨＥＣＫ）

６．今後の改善策 （ＡＣＴＩＯＮ）　※今後改善する点は何か。どのように進めていくか。

参考：他の自治体の状況

プロモーション来場者（仙台，さいたま，札幌） 128,000 128,000

成果
指標

活動指標名 単位

人

定量的な成果指数はない

　　　※事業の成果指標は何か。
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

事業の成果等
　これまでは，青函周遊の魅力発信のためのプロモーションを中心として実施してきたが，日常においてもメディアからの取材も多く，平成２７年度から青函圏周遊
博開催のＰＲも行っていることから，広く青函連携の認知度は高まっている。

評価項目 評価内容 評価内容の説明 評価項目 評価内容 評価内容の説明

評価結果から明らかに
なった課題事項など

成果の達成状況

事業目的実現のための手段

　北海道新幹線開業を見据え，この時期にやるべきことや民間の動きもきちんと把握したなかで事業展開している。

執
行
方
法

外部委託の可能性

実施方法の効率性 図られている（今後も更に改善可能）

各市と経費面も含めた効果的な事業
展開について協議している。

大きな事業については，プロポーザ
ルを実施し，受託業者を決定してい
る。
また，様々な視点から業務を見直し
す必要もあることから，事務局の各
市持ち回りを検討する。

節減できている

現在と変わらない

評価対象外

成
果
・
有
効
性

必
要
性

事業の市民ニーズ

市の関与の妥当性

コストの節減度

将来コスト増減見込み

受益者負担の適正度

官民ともに青函での観光・経済交流
に向けた枠組みが活発に組まれてき
ており，当会議の位置付けは非常に
高い。

平成２８年度からの青函圏周遊博の
開催に向けての枠組みも出来上が
り，北海道新幹線開業時に向けて効
果的な取り組みができる。

コ
ス
ト・
負
担

当面現状維持

（事業について）

（経費について）

　まずは平成２８年度の青函圏周遊博の成功に向けて，今後も効果的な事業内容について検討し，今後の青函の周遊滞在の起爆剤になりう
るよう取り組んでいく。以降は，周遊博の効果を最大限に生かす周遊商品の造成等を検討する。

　青函圏の周遊滞在の促進が図られる事業を検討し，できる限りの経費抑制に努める。

高まっている

法令・条例等の根拠により関与が妥当

達成している

現手段が最適

すでに実施

比較参考値
（他の自治体の類似事業
の状況など）

今後の方針
（改善・

見直し内容）

基本方針


